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本州の重要炭田の三、つである常磐炭田において研究を行

なつた．炭羅！全域に及ぶ作業は，作業上不可能であ鷲）た

ので問題を石城來炭層中の花粉群を明らかにし．，，これと

湯長谷麟群五安層申のものと，比較すること，窟た層序、ヒ

興味のもたれている石城南部地区の黒酬盆地付近寵）滝爽

炭層を花粉学的に研究する二となどにおいた．

　石城來炭層申の花粉群は典型的な古第、三．紀型をしめ
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Tr賛d峯）儲○騨滋壌嚢慧などが多く，幾分葦訴第三糸己型を示すよ

うに考えられる。なお予察的結果であるから，その結論

は今後にまちたい．

　大野村紫竹鹸田人村黒田の両地域に分布している滝爽

炭層は花粉学的にみて，胞「子化石が非常に多くみられる

ことなどから考えて，きわめて類似した植生の環5寛の下

で，炭層が形成されたとみなされる，

　今後は炭田全域のものについて研究をすすめて行く予

　寧紫黙1韓霧離

蒙嚢㌦ぴある。
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　わが蟹の古第三紀炭i三難における花粉学lll勺欝究の一環と

して甕　ll召撃1二13緩葺翌斐には擁霧爵1轟恭峯突編爆舞葺簸一下1こ塞た力遠る肇皆蔀馨

炭溝内の1数地域においてレ・くつかの炭層に！）いて『花粉分

析を行なつた．

　研究の当薦の醗標を石城夕餐炭層畔葦の花粉鮮を明らかに

する撫とと，石城爽炭層と湯長谷層群滝爽炭層の花粉学

的蕪を研究す憾ことにおいたが，瀧の報告はその聾ちの

後者の問題をおも／こ取！）扱つている．

　常磐炭田石城南部地区グン1撮瀞にあたる福、賠県石城鄭遠

野町と田人村方繊には滝爽炭層が分布L、てお聾，その地

域から花粉分析の試料を採取した．採取はおもに炭鉱坑

内および露頭炭を対象とし，昭和舗年幻鞍舞三iから13月

！§i三1まで黛麟三1問，炭田の幽・中蔀において行なわれた

が，この黒田盈地方面では，そのうち＄町舵磯した．

　この報欝においては1蜜出化￥ずの内容に重、轄をおいて詑

述してある、なお外業を行なうにあたつて常磐炭鉱株式
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